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議会だよりライブラリーで
過去の議会だよりも見ることができます

表紙写真｜蓮華岳頂上

画像提供者：中村編集委員
表紙の写真を募集します！
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特集　
令和６年度決算額
300億円余の使い方を審査２～5ページ

令和６年度決算額
300億円余の使い方を審査２～5ページ

市民と観光客が朝焼けを眺める。
眼下には大町市が広がる。
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議員定数等検討特別委員会を設置しました４ページ

希望をつなぎ、
明るい未来へ
道を進めます。

傳刀 健

何事にも和を
持って和やか
に対応する。

西澤 和保

農業は今分岐
点。高齢化・
後継者不足・
耕作放棄地の
増加を解消し
たい。

一本木 秀章

厳正の心で、
たとえ厳冬で
も優しさと暖
かさを市政に
求め続けます。

堀 堅一

共に考え、共
に守り、共に
未来を創る。

栗林 陽一

様々な意見や
思いを尊重し、
市民目線で働
きます。

宮田 一男

おおまちへの
深い愛が、行
動の原動力で
す。

小澤 悟

ひたすら足を
運んで現場を
つかんできた。
足は議員活動
の原点だ。

中牧 盛登

水の持つ柔軟
性と岩を貫き
通す水の強さ
を持って大町
市の発展に貢
献したい。

山本 みゆき

そこに止まる
ことなく、少
しでも前に進
め何事にも挑
み続ける。

二條 孝夫

議会は激突す
る。
だが、事が決
まれば笑面々
がいい。

髙橋 正

市政の検証で、
市民に「真実」
を知らせ、真
の民主主義定
着を図る。

大和 幸久

一人ひとりが
「華」と咲き、
彩り豊かな未
来を創る。

太田 昭司

素直に聞く。
直ぐ動く。
真っ直ぐ伝え
る。

中村 直人

新たな価値や
仕組みを創造
する力をもつ
議員として邁
進します。

大竹 真千子

市民の側に立
ち、仁をもっ
て是々非々で
市政改善。

植松 悠一郎

議会だより編集委員【委員長】　小澤悟　【副委員長】　栗林陽一
　　　　　　　　　  【委　員】　一本木秀章　太田昭司　中村直人　大竹真千子　植松悠一郎　大和幸久

議会活動にかける思い、漢字一文字！

インターネットと市ケーブルテレビで放送し
ています。録画・再放送もご覧いただけます。

次回12月定例会予定

議会の傍聴を

○開　　会  12月２日(火)午前10時～

○一般質問  12月10日(水) ～ 12月12日(金)

○最 終 日  12月23日(木)午前10時～　討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟２階の議会事務局で

　申込書をご記入ください。
　市民の皆さまに身近で分かりやすい議

会情報をお届けできるよう努めました。

ご意見・ご感想をぜひお寄せください。
（一本木秀章）

あとがき

請願・陳情の提出期限変更のお知らせ

請願・陳情の提出期限は、定例会招集日の前10日（閉庁日に

あたる場合は、前開庁日）までに変更となりました。

令和７年12月定例会における提出期限
提出期限は、11月21日（金）17時15分です。

期限後に受理した請願・陳情は次の定例会での審査となり

ますのでご了承ください。



令和６年度決算は、大型事業が重なり、資金の取り崩しや市債の増加で将来世代の負担増が

心配されたが、計画的に基金や市債を活用しつつ、健全財政を維持していることは評価される。

被害の更なる拡大を防ぐには集中的に事業を
行うことが有効。新年度にもしっかりと予算を要求し効
果的な事業を進められたい。

信濃大町駅直近にあるまちづくり協議会所有の
施設利活用の状況について

駅前拠点施設は生かされているか

令和６年度決算審査特別委員会報告

まちづくり

一般会計　歳入　191億円余　　特別･企業会計　歳入　119億円余　
　　　　　歳出　186億円余　　　　　　　　　 歳出　125億円余

令和６年度決算を認定！

信濃大町駅前施設の様子

観光向け等の物産品販売など立地
を生かした拠点利用の考え方はで
きないか。

駅前の一等地であることから施設
の利活用として検討の余地がある。
観光文化課の事業と合わせて、観
光客に大町の特産品のＰＲや駅前
の賑わい創出にどう生かすかを考
えたい。

委員会審査

問

答

令和10年に長野県そして大町市で開催さ
れる「国スポ」の施設整備等に関する事業

国スポ施設、将来的利用も
検討を

施設

大町市運動公園サッカー場

委員会審査

現段階で、常設で建てる場合と
仮設で建てる場合を比較した見
積もりを業者に依頼している。
また設置方法自体も種々検討し
ている。

答

伝統文化の継承やまちづくり事業等を行う団体への
支援事業

「ひとが輝くまちづくり事業補助金」の
 市民の関心度は

ひとが輝くまちづくり事業補助金R7公開審査会

公開審査の時に関係者以外の市民が来
場し、事業の内容などに関心を寄せて
いるのか。その実態はどうなのか。

残念ながら関係者以外の市民の来場者
の実態はほとんどない。事業への関心
度が向上するようきちんと総括を行い
たい。

委員会審査

問

答

太陽光発電設備の適正な導入を促す

太陽光設備、厳正なる措置を

環境

委員会審査

悪質な事業者が太陽光発電設備の設置を進め※ＦＩＴ
制度などを悪用し、なかなか市の勧告に従わない場
合、改善命令などの措置を行うことも考えているか。

問

勧告に従わない場合には改善命令、さらに５万円以下
の過料を課す罰則も条例で定められており、今後その
ような事例があれば条例に基づき適切に対処する。

答

太陽光発電設備の設置管理等に関する条例につ
いて、市の勧告に従わない業者がいた場合は、改善命令など、
条例に基づき必要な措置に努められたい。

森林環境譲与税で地域の森林整備を行う事業のうちの一つで
ある松枯対策事業

松くい虫被害対策

委員会審査

松くい虫の被害状況に対し実際の松くい虫防除対
策の費用は足りているのか。問

補助金が十分に交付されない状況にあるが、引き
続き必要な補助申請を行い、効果の上がる松くい
虫被害の対策事業に努めたい。

答

市内で開催されるリード競技・
ボルダー競技の施設整備につ
いて常設か仮設かを決めるこ
とになる。維持管理費や大会
終了後の価値的な利用も考慮
した検討を。

問

国民スポーツ大会のリード
競技及びボルダー競技の施設につい
て、将来的な活用方法や維持管理費
も考慮し、十分に検討されたい。

市民団体がどのようにまちづくり
に関わっているのか総括し、まちづくりと市
民の関りや成果をしっかりと市民に周知する
方法も含め検討されたい。

大町の特産品やおおまぴょん
グッズなど、一等地の地の利を生かした
利活用を検討されたい。

決算から課題を見える化！
検証から
提案へ

9月定例会は「決算議会」とも言われ、特別委員会を設置し、前年度の決算

審査を行います。決算の検証経過と、次年度に向けた課題を探りました。

特
集
特
集

提言
提言

提言

提言

提言

※ 再生可能エネルギーの固定価格買取制度
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　決算審査と合わせ、昨年度の事務事業について、特に検証が必要と考える９事業をピック
アップし、「拡充」「現状のまま継続」「改善のうえ継続」「見直し」の4項目に分類評価しました。
　評価にあたっての議論や意見の主なものは下記のとおりです。

■第１分科会審査

■第２分科会審査

ゼロカーボン住宅
推進リフォーム支援事業

５１ 芸術文化振興事業

北アルプス国際芸術祭など芸術文化の
振興や発展のための事業

市民参加を増やす取組や運営方法等の見直しを含
め、課題となる展示方法の検討や財源確保強化への
取組などを求める。

【評価結果】➡　改善のうえ継続

２ 定住促進事業

移住者を呼込みつつ大町市民の定住を
含めた定住を目的とした事業

数値目標を掲げ移住者が定着できる施策と若い市民
が大町市を定住の地として選択できる魅力を、官民
連携においてスピード感をもった施策とすることが
求められる。【評価結果】➡　改善のうえ継続

市社会福祉協議会の経営状態のチェックに努めるとと
もに、会費収入は減少傾向にあるため、会員確保に向
け社会福祉協議会の重要性の周知を求める。

１ 市社会福祉協議会助成事業

市社会福祉協議会の組織体制の充実と
事業運営の強化を図る

【評価結果】➡　改善のうえ継続

待機児童が出ないよう市営・民営の保育施設の利用調
整を図るとともに、保育環境の充実に向け保育所等の
あり方検討委員会において検討を進められたい。また、
保育士の確保に向け保育士の待遇改善を求める。

２ 保育所管理運営事業

小学校入学前の児童の保育を行うことで
健全な心身の発達を図る

【評価結果】➡　改善のうえ継続

市民のニーズに合ったスポーツ教室メニューの充実、
スポーツ協会との密な連携によるスポーツ振興、また
指導者育成のための補助金の見直し・充実を求める。

３ スポーツ振興事業

スポーツ活動の充実と、仲間作り・
コミュニティの活性化図る

【評価結果】➡　改善のうえ継続

調査研究の成果を来館者の増に生かすとともに観光
資源としても生かされたい。また市民や子ども達が自
然・人文科学に触れる機会を増やすとともに、学芸員・
専門員が本来の職務に専念できるよう事務職員の増
を求める。

４ 山岳博物館調査研究事業

研究機関と連携し北アルプス地域の
自然・文化の調査研究を行う

【評価結果】➡　改善のうえ継続

【評価結果】➡　改善のうえ継続

３ 中心市街地活性化事業

衰退している中心商店街の活性化と
賑わいを創生する事業

中心市街地の価値を精査し信濃大町100人衆会議・
商工団体等の意見を聞く中で発想の転換や民間主導
とする取組を促しつつ明確な成果となる事業への改
善を求める。【評価結果】➡　改善のうえ継続

４ コンパクトシティ形成事業

20年後の大町市を見据えた都市計画や
まちづくりを検討する事業

事業の成果が見えにくい。市民に分かりやすく計画を
示し、事業への理解や合意形成を求めつつ、20年後
の将来像を見据えた事業となるよう改善されたい。

【評価結果】➡　改善のうえ継続

令和６年度　事務事業評価
令和６年度決算審査特別委員会報告

母子通園施設において、障がいのある就学前の
児童に基本動作の訓練等を提供する事業

「あゆみ園」の環境改善を

福祉

委員会審査

母子通園施設のあゆみ園の老朽化が進
んでいる。また、利用者が非常に増え
ており、利用する子ども達や保護者、
職員も手狭に感じているのではないか。

問

以前に比べて利用者は増えてきてお
り、現在の施設は狭く感じられている
ものと考える。施設の老朽化も進んで
おり、見直しが必要と認識している。

答

番組審議会で番組内容等を審議し、より良い番組作
りを目指すための事業

ケーブルテレビ、より良い番組制作を

くらし

委員会審査

番組審議会の開催状況や審議会での意見
はどのようなものであったか。また、年１
回の開催で十分なのか。

問

学校行事や子供達の様子を伝える番組や
特別番組などへ好評を頂いている。審議
会の回数は大手のテレビ局等も年１回と
なっており妥当ではないかと感じる。

答

議員定数等検討特別委員会を設置

議員定数等検討特別委員会

　特別委員会は、必要に応じて特定の案件を審査するため本会議の議決により、臨時に設置される委員
会です。その事件の審査が終了すれば委員会は消滅します。

　地方議会では人口減少が進む中、「議員のなり手不足」等、課題が多くなってきています。この特別
委員会では定数や報酬等の調査結果を住民の皆様に示し、理解を得ることを目指します。

あゆみ園の施設が老朽化している。
施設も狭く、利用者も増加していることから、
環境改善について検討されたい。

厳しい意見を聞ける機会も設け、審議
内容を番組編成に生かし、優れた情報発信を行
えるよう更なる番組内容向上に努められたい。

提言提言

委員長　太田　昭司
　　　　一本木秀章
　　　　二條　孝夫

副委員長　宮田　一男
　　　　　中牧　盛登
　　　　　大和　幸久

太田委員長 宮田副委員長
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虹
の
家
存
続
署
名
３
５
０
０

　
Ｑ
　
運
営
を
受
託
し
て
い
る
大
町
病
院

事
業
管
理
者
の
考
え
方
は
。

　
Ａ
　
存
続
を
切
に
希
望
す
る
。
住
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
利
用
者
に
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
広
域
連
合
の
適
切

な
判
断
を
求
め
る
。
大
町
病
院
と
し
て
も

利
用
者
に
寄
り
添
い
協
力
す
る
。

　
Ｑ
　
大
町
市
は
、
存
続
を
求
め
る
市
民

の
声
に
ど
う
こ
た
え
る
か
。

　
Ａ
　
広
域
連
合
議
会
で
は
、
虹
の
家
存

続
を
求
め
る
陳
情
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
た
。
存
続
に
つ
い
て
多
面
的
な
視
点
か

ら
検
討
を
進
め
て
行
く
。

公
共
施
設
等
の
暑
さ
対
策
を

　
Ｑ
　
美
麻
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ホ
ー
ル
に
常
備
の
エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
の

た
め
、
猛
暑
の
な
か
熱
中
症
の
危
険
が
増

し
て
い
る
。
次
年
度
予
算
で
設
置
を
。

　
Ａ
　
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
令

和
８
年
度
に
前
倒
し
て
設
置
で
き
る
よ

う
、
関
係
課
と
協
議
し
て
い
く
。

有
害
獣
対
策
は
緊
急
課
題

　
Ｑ
　
サ
ル
対
策
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
使
い
、

担
当
職
員
の
努
力
で
個
体
調
整
は
進
ん
で

い
る
が
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
増
加
し
被

害
が
広
が
っ
て
い
る
。
新
技
術
（
ア
プ
リ
）

を
使
っ
て
の
対
策
は
で
き
な
い
か
。

　
Ａ
　
ア
プ
リ
は
、
サ
ル
対
応
で
使
用
し

て
い
る
が
本
格
導
入
に
向
け
て
検
討
す

る
。

　
Ｑ
　
市
は
、
閉
校
か
ら
10
年
に
な
る
旧

北
高
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で

に
何
を
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
Ａ
　
令
和
10
年
度
に
開
催
さ
れ
る
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
閉
会
す
る
頃
ま
で
に
は
、

跡
地
利
用
の
方
向
性
を
決
定
し
た
い
。

　
Ｑ
　
当
市
に
と
っ
て
旧
北
高
校
跡
地
が

重
要
な
役
割
を
担
う
場
と
考
え
て
い
る
な

ら
ば
、
日
本
初
、
長
野
県
初
と
な
る
よ
う

な
事
業
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
Ａ
　
市
だ
け
で
考
え
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
、
民
間
提
案
を
含
め
て
よ
り
効
果
的

な
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
Ｑ
　
令
和
８
年
４
月
に
廃
校
と
な
る
３

小
学
校
の
跡
地
利
用
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
行
く
の
か
。

　
Ａ
　
10
月
ま
で
に
小
学
校
等
跡
地
利

用
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。

　
Ｑ
　
こ
の
検
討
委
員
会
が
出
す
結
論

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
Ａ
　
ま
ず
は
、
行
政
財
産
と
し
て
の
利

活
用
を
検
討
し
、
結
論
は
令
和
12
年
度
を

目
指
し
て
取
り
組
む
。

市
民
バ
ス
は
改
善
で
き
る
か

　
Ｑ
　
市
民
バ
ス
の
利
用
対
象
者
が

45
％
住
ん
で
い
る
中
心
市
街
地
周
辺
に
、

デ
マ
ン
ド
運
行
を
１
年
間
試
行
的
に
運
行

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
公
共
交
通
計
画
に
明
記
し
た
と
お

り
、
市
民
バ
ス
ふ
れ
あ
い
号
全
体
の
見
直

し
を
行
う
中
で
、
デ
マ
ン
ド
運
行
エ
リ
ア

を
広
げ
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

　
Ｑ
　
こ
の
春
、
八
坂
地
区
で
発
生
し
た

熊
に
よ
る
市
民
の
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、

市
の
対
応
に
問
題
は
無
か
っ
た
か
。
人
が

亡
く
な
る
と
い
う
重
大
事
件
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
即
、
銃
で
対
応
せ
ず
、
檻

を
仕
掛
け
た
だ
け
。
今
で
も
八
坂
地
区
住

民
の
恐
怖
は
消
え
て
い
な
い
と
思
う
。
事

故
後
直
ち
に
銃
に
よ
る
毅
然
と
し
た
対
応

を
取
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
Ａ
　
事
故
発
生
後
、
現
場
確
認
の
た
め

担
当
職
員
が
現
地
へ
急
行
し
た
。
現
場
周

辺
で
は
、
加
害
個
体
を
含
む
熊
の
存
在
を

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
捕
獲
許
可
権
者
で

あ
る
県
に
相
談
し
捕
獲
許
可
を
得
て
、
ド

ラ
ム
缶
の
檻
を
設
置
し
た
。

　
Ｑ
　
北
海
道
で
は
ヒ
グ
マ
に
よ
る
死
亡

事
故
が
い
く
つ
か
発
生
し
た
が
、
そ
の
全

て
で
猟
友
会
員
を
緊
急
に
動
員
。
二
日
後

に
は
速
や
か
に
銃
に
よ
る
駆
除
を
実
行
し

た
。
捕
獲
後
、Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
で
加
害
個
体

と
確
認
し
て
い
る
。
私
は
北
海
道
の
や
り

方
は
緊
急
措
置
と
し
て
正
し
い
対
応
だ
っ

た
と
思
う
。
北
海
道
の
対
応
に
比
べ
て
、

市
の
対
応
に
は
問
題
が
あ
っ
た
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
Ａ
　
熊
の
捕
獲
許
可
は
県
が
出
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
事
故
現
場
は
現
在
人
が

住
ん
で
お
ら
ず
、
藪
へ
と
回
帰
し
て
い
る
。

担
当
職
員
は
現
地
に
急
行
し
た
が
、
熊
の

存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
県
の
捕
獲

許
可
を
得
て
ド
ラ
ム
缶
の
檻
を
設
置
。
応

急
的
な
対
応
を
実
施
し
た
。

　
Ｑ
　
令
和
６
年
度
は
学
校
再
編
事
業

や
北
ア
ル
プ
ス
芸
術
祭
等
も
行
わ
れ
た
が
、

各
事
業
の
成
果
は
。

　
Ａ
　
新
小
学
校
の
建
設
費
等
、
公
共
事

業
に
は
過
疎
債
等
を
効
果
的
に
用
い
財
政

負
担
の
影
響
を
抑
え
、
３
回
目
と
な
っ
た

北
ア
ル
プ
ス
芸
術
祭
は
来
場
者
数
18
万
人

と
経
済
波
及
効
果
は
６
億
８
千
万
円
と
な

り
、
魅
力
あ
る
大
町
を
発
信
す
る
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

　
Ｑ
　
決
算
か
ら
見
る
大
町
市
の
財
政

状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
Ａ
　
収
支
と
し
て
は
黒
字
だ
が
学
校
再

編
等
の
施
設
維
持
・
改
修
事
業
も
あ
り
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
繰
越
金
は
減
少
。
自

主
財
源
の
確
保
に
向
け
努
力
が
必
要
。

　
Ｑ
　
今
後
の
施
策
や
事
業
の
方
向
性

は
。

　
Ａ
　
第
５
次
総
合
計
画
の
実
現
の
た
め
、

人
口
減
少
や
結
婚
・
子
育
て
支
援
・
定
住

策
・
イ
ン
フ
ラ
事
業
等
を
適
切
に
進
め
持

続
可
能
な
地
域
社
会
に
向
け
た
実
施
計
画

を
策
定
し
て
行
き
た
い
。

大
町
病
院
の
収
支
と
課
題
は

　
Ｑ
　
病
院
事
業
の
検
証
と
課
題
は
。

　
Ａ
　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
賃
金
引
き
上

げ
が
赤
字
決
算
の
主
た
る
要
因
。
外
来
・

入
院
患
者
数
は
増
加
し
て
い
る
。
自
治
体

病
院
の
９
割
が
赤
字
で
あ
り
診
療
報
酬
の

改
善
等
を
国
に
求
め
つ
つ
、
近
隣
病
院
間

で
の
機
能
や
役
割
分
担
等
の
協
議
を
行
い

つ
つ
経
営
改
善
に
も
努
め
た
い
。

令
和
６
年
度
の
事
業
と
財
政
状
況
は

熊
に
よ
る
死
亡
事
件
市
の
対
応
に
疑
問

政
友
ク
ラ
ブ

　西
澤

　和
保

に
し
ざ
わ
　 
　
た
か  

ほ

無
所
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ク
ラ
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　髙
橋

　正

た
か
は
し
　
　
た
だ
し

ど
う
す
る
４
校
舎
跡
地
利
用

市
民
ク
ラ
ブ
　中
牧

　盛
登

な
か
ま
き
　
　 

も
り  

と

「
虹
の
家
」
存
続
は
市
民
の
願
い

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団

　宮
田

　一
男

み
や  

た
　  

　
か
ず  

お

エアコン設置を望む美麻総合福祉センター「梨嶺」 市は熊対策を厳しくせよ

大町市は病院運営と行政運営の両面で健全な運営
が求められる

どう活かせるか北高跡地

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問
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二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
︒

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。



　
Ｑ
　
昨
年
８
月
、
市
の
図
書
館
と
屋
内

運
動
場
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
の
談
合
事
件
の

初
公
判
が
あ
り
、
市
職
員
と
事
業
者
は
起

訴
内
容
を
認
め
即
日
結
審
し
た
。
市
長
は

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
Ａ
　
市
政
の
信
頼
を
大
き
く
損
ね
、
深

く
お
詫
び
す
る
。
談
合
は
競
争
原
理
が
機

能
せ
ず
、
最
小
の
支
出
で
最
大
の
効
果
を

求
め
る
地
方
自
治
の
原
理
に
反
す
る
。

　
Ｑ
　
官
製
談
合
は
、
高
い
落
札
額
と
な

り
、
市
民
の
税
金
の
無
駄
使
い
に
な
る
。

　
Ａ
　
談
合
が
確
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

高
い
落
札
率
で
も
な
い
。

　
Ｑ
　
起
訴
さ
れ
た
元
社
長
は
「
30
年
前

か
ら
業
者
間
の
談
合
が
続
い
て
い
る
」「
予

定
価
格
を
市
職
員
か
ら
聞
き
出
し
て
い

た
」「
今
回
は
５
社
ほ
ど
で
談
合
し
、
仕

切
り
役
が
存
在
し
た
」
と
あ
か
し
た
。
こ

れ
が
事
実
な
ら
、
大
町
市
と
大
町
の
財
界

に
は
根
深
い
癒
着
の
構
造
が
、
今
も
続
い

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
Ａ
　
知
ら
な
か
っ
た
情
報
だ
。
根
拠
不

明
で
、
確
定
し
て
お
ら
ず
、
調
査
す
る
。

委
員
全
員
市
の
利
害
関
係
者

　
Ｑ
　
市
長
が
設
置
し
た
、
官
製
談
合
防

止
等
対
策
委
員
会
は
10
人
全
員
が
大
町

市
の
利
害
関
係
者
だ
。
市
民
か
ら
は
「
こ

れ
で
は
、
最
初
か
ら
、
市
政
と
市
財
界
の

癒
着
の
構
造
の
真
相
究
明
で
は
な
く
、
そ

の
体
制
の
隠
蔽
や
温
存
を
図
る
た
め
の
も

の
だ
」
と
い
う
厳
し
い
批
判
が
あ
る

　
Ａ
　
業
者
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お

願
い
す
る
。
犯
人
探
し
で
は
な
い
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
は
莫
大

な
将
来
負
担
で
あ
る

　
Ｑ
　
資
産
８
０
０
億
円
に
対
し
て
、
減

価
償
却
額
が
６
０
０
億
円
。
市
の
所
有
す

る
資
産
の
80
％
が
す
で
に
耐
用
年
数
を
超

え
て
い
る
計
算
に
な
る
。
更
新
の
先
送
り

状
態
に
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
Ａ
　
計
画
に
基
づ
い
て
、
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。

　
Ｑ
　
一
般
会
計
内
で
の
資
産
を
維
持
す

る
上
で
、
毎
年
い
く
ら
必
要
に
な
る
の
か
。

　
Ａ
　
こ
れ
ま
で
は
毎
年
15
億
円
程
度
、

今
後
も
同
程
度
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　
Ｑ
　
そ
れ
は
市
と
し
て
準
備
で
き
る
金

額
の
話
。
実
際
に
必
要
に
な
る
具
体
的
な

金
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

　
Ａ
　
イ
ン
フ
ラ
等
を
含
め
た
金
額
は
把

握
し
て
い
な
い
。

　
Ｑ
　
い
つ
、
い
く
ら
必
要
に
な
る
の
か

わ
か
ら
な
い
状
態
で
資
金
シ
ョ
ー
ト
す
る

可
能
性
は
無
い
の
か
。

　
Ａ
　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
計
画
的
に

実
施
し
て
い
る
。

　
Ｑ
　
そ
の
計
画
自
体
に
具
体
的
な
金
額

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
更
新
に
必
要
な

額
、
準
備
で
き
る
額
、
足
り
な
い
分
は
除

却
や
譲
渡
、
こ
れ
ら
を
計
画
し
て
具
体
的

な
金
額
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
Ａ
　
そ
れ
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
。
す
ぐ
に
は
難
し
い
が
、
次
期
計

画
で
方
向
性
を
示
せ
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

　
Ｑ
　
観
光
地
仁
科
三
湖
に
ど
の
よ
う
に

し
て
人
を
集
め
、
持
続
可
能
な
観
光
地
に

す
る
の
か
。

　
Ａ
　
情
報
発
信
の
充
実
、
関
係
団
体
や

地
元
観
光
事
業
者
の
要
望
を
聞
き
連
携
を

は
か
り
、
各
役
割
を
明
確
に
し
、
持
続
可

能
な
観
光
地
に
す
る
。

　
Ｑ
　
観
光
客
の
入
込
数
は
。

　
Ａ
　
令
和
５
年
度
は
16
万
３
０
０
０
人

で
あ
る
。

本
年
度
は
７
月
時
点
で
11
万
７
０
０
０
人

と
前
年
同
期
比
で
約
12
％
増
加
し
て
い
る
。

　
Ｑ
　
信
濃
大
町
ナ
ビ
で
、
観
光
地
別
で

検
索
ア
ク
セ
ス
数
が
多
い
所
は
。

　
Ａ
　
１
位
信
濃
大
町
、
２
位
青
木
湖
、

３
位
木
崎
湖
、
19
位
中
綱
湖
で
あ
る
。

　
Ｑ
　
当
市
の
観
光
が
黒
部
ダ
ム
に
依

存
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
他
の
観

光
地
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　
Ａ
　
観
光
客
の
６
割
以
上
が
黒
部
ダ
ム

立
山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
入
込
客
で
あ
る

の
は
事
実
で
あ
る
が
、
当
市
の
課
題
と
し

て
も
黒
部
ダ
ム
以
外
の
誘
客
促
進
が
必
要

と
考
え
る
。
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

　
Ｑ
　
２
人
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
当

市
の
広
報
パ
ー
ト
ナ
ー
に
就
任
さ
れ
た
。

湖
や
市
内
を
紹
介
し
て
く
れ
る
方
も
、

パ
ー
ト
ナ
ー
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
Ａ
　
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
研
究
し
、

し
っ
か
り
と
検
討
す
る
。

　
Ｑ
　
観
光
周
遊
バ
ス
、「
ぐ
る
り
ん
号
」

の
エ
リ
ア
拡
大
は
で
き
る
か
。

　
Ａ
　
拡
大
を
検
討
し
た
い
。

　
Ｑ
　
広
域
連
合
が
虹
の
家
を
廃
止
す

る
な
ら
、
市
の
指
定
管
理
施
設
と
し
て
で

も
残
す
べ
き
だ
。
市
長
は
施
設
の
存
続
に

つ
い
て
結
果
責
任
を
問
わ
れ
る
重
大
な
問

題
だ
。

　
Ａ
　
市
と
し
て
は
、
た
だ
維
持
す
る
だ

け
の
議
論
を
超
え
て
大
町
病
院
に
併
設
さ

れ
て
い
る
特
性
を
最
大
限
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
か
、
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
、
医
療

と
介
護
の
連
携
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

広
域
連
合
で
の
協
議
を
進
め
る
中
で
、
こ

の
地
域
に
住
む
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
と
介
護
が
密

接
に
連
携
し
た
新
た
な
モ
デ
ル
に
つ
い
て

も
、
並
行
し
て
検
討
を
進
め
関
係
者
と
知

恵
を
出
し
合
い
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
安

心
を
守
る
た
め
の
最
善
の
道
を
模
索
し
て

い
く
。

結
婚
祝
金
は
平
等
に
配
布
を

　
Ｑ
　
市
内
に
定
住
す
る
50
歳
未
満
の

新
婚
世
帯
を
対
象
に
商
品
券
を
３
万
円
贈

呈
し
て
い
る
が
50
歳
未
満
だ
け
に
限
定
し

た
意
図
は
何
か
。
例
え
70
歳
で
も
愛
し

合
っ
て
の
結
婚
な
の
だ
か
ら
す
べ
て
の
結

婚
を
祝
福
し
て
差
し
上
げ
る
べ
き
だ
。

　
Ａ
　
議
員
の
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
本

来
祝
福
さ
れ
る
べ
き
結
婚
に
対
し
て
年
齢

制
限
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
結
婚

に
対
す
る
あ
り
方
や
結
婚
観
の
変
化
な
ど

様
々
な
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
見
直
し
を
検
討
す
る
。

「
虹
の
家
」
は
高
齢
社
会
の
希
望
だ

子
ど
も
た
ち
に
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い

無
所
属
ク
ラ
ブ
　植
松

　悠
一
郎

う
え
ま
つ
　
　
ゆ
う
い
ち
ろ
う

観
光
地
、
仁
科
三
湖
に
注
目

市
民
ク
ラ
ブ

　小
澤

　悟

お  

ざ
わ
　
　
さ
と
る

市
長
は
官
製
談
合
事
件
の
真
相
究
明
を これまで施設更新にかけた費用は、他と比べ大幅に少ない

市民は、官製談合事件を二度と繰り返させない真相
究明を求めている

整備された木崎湖市営「１７桟橋」までの道

堀

　堅
一

ほ
り
　
　
け
ん
い
ち

無
所
属
ク
ラ
ブ

　大
和

　幸
久

お
お  

わ
　
　   

よ
し 

ひ
さ

市長もすぐに後期高齢者になる。誰もが通る道は守る
べきだ
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一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
議
場
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
の
欄
は
質
問
議
員
の
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
︒

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問



太
田

　昭
司

お
お 

た
　
　 
し
ょ
う 

じ

　
Ｑ
　
児
童
ク
ラ
ブ
で
児
童
の
人
数
に
対

し
て
面
積
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

　
Ａ
　
現
在
の
児
童
ク
ラ
ブ
６
カ
所
は
全

て
の
施
設
で
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　
Ｑ
　
学
校
再
編
後
の
職
員
の
人
数
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
Ａ
　
こ
れ
か
ら
調
整
し
て
い
く
。

　
Ｑ
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
Ａ
　
学
習
室
に
つ
い
て
は
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
体

育
館
は
現
在
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
Ｑ
　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は

今
後
ど
う
な
る
の
か
。

　
Ａ
　
教
育
委
員
会
の
学
習
施
設
計
画

等
と
合
わ
せ
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
Ｑ
　
市
民
バ
ス
の
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
等

の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

　
Ａ
　
道
路
敷
に
あ
る
バ
ス
停
に
は
設
置

が
困
難
。
公
民
館
等
に
あ
る
バ
ス
停
に
は

自
治
会
の
協
力
が
あ
れ
ば
可
能
だ
。

　
Ｑ
　
バ
ス
の
路
線
を
分
割
し
移
動
時

間
の
短
縮
が
で
き
な
い
か
。

　
Ａ
　
路
線
の
見
直
し
と
再
構
築
で
対
応

し
て
い
く
。

　
Ｑ
　
市
内
に
※
３
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
は
何
カ
所
あ
る
か
。

　
Ａ
　
市
所
有
の
施
設
に
３
カ
所
、
公
衆

ト
イ
レ
、
民
間
施
設
に
９
カ
所
あ
る
。

　
Ｑ
　
対
応
ト
イ
レ
を
検
索
サ
イ
ト
に
登

録
は
し
な
い
の
か
。

　
Ａ
　
民
生
部
と
も
連
携
し
対
応
ト
イ
レ

を
検
索
サ
イ
ト
等
に
登
録
し
て
い
く
。

　
Ｑ
　
令
和
８
年
度
ま
で
と
な
っ
た
第
５

次
総
合
計
画
の
進
捗
と
総
仕
上
げ
の
時
期

と
な
っ
た
今
、
取
り
組
む
べ
き
は
何
か
。

　
Ａ
　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
施
策
評
価

で
は
、
全
３
５
９
施
策
の
う
ち
「
順
調
」

と
評
価
し
た
施
策
が
18
・
１
％
で
、
こ
れ

に
「
お
お
む
ね
順
調
」
も
合
わ
せ
る
と
全

体
の
93
・
６
％
の
施
策
が
計
画
ど
お
り
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
後
の
取
組
み

と
し
て
学
校
再
編
に
よ
り
廃
校
と
な
る
小

学
校
の
跡
地
利
用
の
活
用
は
将
来
の
市
の

発
展
に
資
す
る
よ
う
研
究
、
検
討
を
進
め

る
。

　
Ｑ
　
市
は
人
口
規
模
が
縮
小
し
て
も
経

済
成
長
し
、
社
会
を
機
能
さ
せ
る
適
応
策

を
講
じ
る
と
し
て
い
る
が
具
体
的
に
何

か
。

　
Ａ
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
効

率
的
に
暮
ら
せ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
、
水
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源
を
活

か
す
観
光
や
、
食
等
の
高
付
加
価
値
化
、

移
住
促
進
、
芸
術
祭
を
軸
と
し
た
関
係
人

口
の
増
加
を
図
り
、人
材
の
不
足
を
補
う
。

　
Ｑ
　
限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
で
目
指
す

将
来
像
を
達
成
す
る
た
め
に
は
選
択
と
集

中
に
よ
る
重
点
施
策
を
定
め
、
着
実
な
成

果
に
つ
な
げ
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的

な
財
源
、
人
材
の
状
況
、
将
来
像
を
達
成

す
る
選
択
と
集
中
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　
Ａ
　
財
源
確
保
に
お
い
て
は
過
疎
計
画

や
辺
地
計
画
等
の
策
定
に
よ
る
有
利
な
起

債
の
活
用
と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活

用
、
市
の
規
模
に
合
わ
せ
た
事
業
や
施
設

数
へ
の
規
模
の
ス
リ
ム
化
、
人
材
確
保
に

お
い
て
は
民
間
活
力
の
導
入
に
取
り
組

む
。

　
Ｑ
　
大
町
市
で
も
、
ぜ
ひ
※
１
「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
実
態
調
査
を
。

　
Ａ
　
現
在
、
実
態
調
査
の
実
施
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
連

携
し
実
態
の
把
握
に
努
め
る
。

　
Ｑ
　
※
２
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
利

用
す
る
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
補
助

制
度
の
導
入
の
検
討
を
。

　
Ａ
　
教
育
機
会
均
等
の
観
点
か
ら
も
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
の
増
加
や
近
隣

市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

障
が
い
者
の
支
援
に
つ
い
て

　
Ｑ
　
障
が
い
者
を
介
護
す
る
「
家
族
へ

の
支
援
」
は
十
分
足
り
て
い
る
か
。

　
Ａ
　
障
が
い
者
と
家
族
が
抱
え
る
課
題

は
複
雑
多
岐
に
亘
り
、
支
援
は
十
分
行
き

届
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
今
後
も
親

身
に
お
話
を
伺
う
相
談
体
制
、
他
の
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
制
度
を
組
み
合

せ
、
ご
家
族
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

　
Ｑ
　
精
神
障
が
い
者
の
支
援
に
お
け
る

課
題
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

　
Ａ
　
令
和
６
年
度
末
現
在
、
市
内
に
は

４
４
０
人
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
保
持
者
が
お
り
年
々
増
加
し
て
い
る
。

精
神
疾
患
の
特
性
と
し
て
、
わ
ず
か
な
環

境
変
化
に
よ
り
病
状
が
大
き
く
変
わ
り
、

こ
れ
に
対
応
し
た
適
切
な
医
療
支
援
と
医

療
・
福
祉
の
連
携
が
必
要
。
ま
た
地
域
で

の
見
守
り
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
の
柔
軟
な
利

用
、
居
住
の
場
の
確
保
、
そ
し
て
意
思
決

定
の
支
援
の
あ
り
方
が
課
題
と
な
る
。

支
援
要
す
る
子
ど
も
に
十
分
な
支
援
を

選
択
と
集
中
で
総
合
計
画
を
達
成
せ
よ

政
友
ク
ラ
ブ

　山
本   

み
ゆ
き

や
ま
も
と

児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
ど
う
な
の
か

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団

　栗
林

　陽
一

く
り
ば
や
し
　  

よ
う
い
ち

日常的に家族の世話や介護を行っている子どもたち
の支援を

平成 29 年度から令和８年度を計画期間と
する大町市第５次総合計画

今後も学童保育の職員と設備の充実を求めて
いく。

　
Ｑ
　
日
常
的
に
賑
わ
う「
ま
ち
づ
く
り
」

に
は
、「
人
づ
く
り
」が
必
須
。役
割
を
担
っ

て
き
た
世
代
と
、
若
い
担
い
手
達
が
交
流

し
、
独
立
・
自
走
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
団

体
と
な
る
よ
う
、
信
濃
大
町
１
０
０
人
衆

会
議
で
取
り
組
め
な
い
か
。

　
Ａ
　
今
年
は
様
々
な
人
が
思
い
を
共
有

す
る
、
人
と
情
報
の
場
づ
く
り
を
行
う
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設
立
に
繋
げ
る
。

　
Ｑ
　
違
っ
た
立
場
、
世
代
の
人
が
交
流

し
、
終
了
後
は
飲
み
に
出
る
ぐ
ら
い
楽
し

い
場
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
Ａ
　
参
加
者
同
士
が
繋
が
り
、
ま
た
参

加
し
た
い
と
思
う
会
に
す
る
。

　
Ｑ
　
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
後
、
日
差
し
や

雨
を
避
け
ら
れ
る
よ
う
ど
う
整
備
す
る
か
。

　
Ａ
　
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
等
を
計
画
す
る
。

多
様
な
教
育
を
活
か
し
て

　
Ｑ
　
学
校
に
通
え
る
子
た
ち
と
同
様
、

通
え
な
い
子
た
ち
の
学
び
に
つ
い
て
も
、

計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
現
在
策
定
中
の
教
育
大
綱
の
中

に
一
つ
の
柱
と
し
て
書
き
込
む
。

　
Ｑ
　
担
任
の
先
生
と
の
相
性
が
悪
い
と
、

相
談
が
し
づ
ら
い
と
聞
く
。
学
年
担
任
制

を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
教
科
担
任
制
を
検
討
中
。
学
年
や

学
校
全
体
で
の
対
応
は
必
須
と
の
認
識
だ
。

　
Ｑ
　
非
課
税
世
帯
等
に
は
、
学
外
の
学

び
を
選
択
し
て
も
支
援
が
あ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
Ａ
　
不
公
平
の
無
い
よ
う
検
討
す
る
。

ま
ち
の
賑
わ
い
を“

日
常
化”

せ
よ

政
友
ク
ラ
ブ

　中
村

　直
人

な
か 

む
ら
　
　 

な
お  

と

アーケード撤去後にも日差し・雨避けの休憩ス
ポット設置を計画

※１　ヤングケアラー：家族の介護や他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者。
※２　フリースクール：不登校の子どもに対し、学習活動、教育相談、体験活動などを行っている民間の施設。

※３　オストメイト：オストメイトはストーマ（人工膀胱や人工肛門）を造設された方。

〔 訂正とお詫び 〕議会だより199号P9令和７年6月定例会中村直人議員一般質問の写真の
説明文につきまして誤りがありました。お詫びして訂正申し上げます。
誤）七五三　⇒　正）稚児行列

次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
審
査
報
告
と
意
見
交
換
会
と
討
論
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一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
︒



９月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのか、なぜ賛成なのか、議員個人の意見を
表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

大
町
市
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
��
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
の
追
認
に

つ
い
て 議

案
第
��
号

今
値
上
げ
は
適
切
か

賃
金
水
準
が
物
価
上
昇
分
を
カ
バ
ー
し
き
れ

な
い
経
済
情
勢
下
に
お
い
て
、
市
民
憩
い
の
場

の
利
用
料
金
値
上
は
不
適
切
。（
大
和
　
幸
久
）

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
改
定

受
益
団
体
等
の
活
動
継
続
に
支
障
が
無
い
よ

う
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
他
の
市
民
の

負
担
軽
減
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
中
村
　
直
人
）

原
案
に
賛
成

工
期
内
で
の
完
了
を

議
会
軽
視
で
の
契
約
変
更
は
猛
省
す
べ
き
だ
が
、

工
事
自
体
に
過
失
は
な
く
施
設
整
備
は
工
期
内

に
終
わ
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。（
西
澤
　
和
保
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て 議

案
第
��
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て 議

案
第
��
号

競
争
環
境
の
あ
る
入
札
に

公
共
事
業
契
約
に
お
い
て
、
官
製
談

合
事
案
が
発
生
し
た
。
公
共
事
業
契

約
業
務
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

再
構
築
が
必
要
。（
宮
田
　
一
男
）

原
案
に
反
対

　︵��
・
��
・
��
号
︶
　

原
案
に
賛
成

陸
上
競
技
場
及
び
サ
ッ
カ
ー
場

管
理
棟
変
更
契
約
に
つ
い
て
は

妥
当

利
用
者
目
線
に
立
っ
た
追
加
工
事
で
あ

り
、
変
更
経
過
の
記
録
も
確
認
し
て
判

断
。（
大
竹
　
真
千
子
）

　
令
和
７
年
９
月
16
日
（
火
）、
大
町
市
議
会
は
大
町
地
区
交
通
安

全
協
会
市
内
６
支
部
の
方
々
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
議
会
か
ら
は
社
会
文
教
委
員
８
名
と
傳
刀
議
長
、
そ

し
て
大
町
地
区
交
通
安
全
協
会
か
ら
は
大
町
支
部
、
平
支
部
、
八

坂
支
部
の
方
々
と
民
生
部
市
民
課
長
で
す
。
伊
藤
弘
大
町
支
部
長

よ
り
「
交
通
安
全
協
会
の
沿
革
等
に
つ
い
て
」
の
説
明
と
「
各
支

部
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」
の
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
高
齢
化
に
よ

る
慢
性
的
な
人
材
不
足

や
自
治
会
・
企
業
か
ら

の
協
力
の
希
薄
化
、
役

員
等
の
高
齢
化
に
よ
り

特
に
各
種
行
事
（
王
子

大
祭
、
や
ま
び
こ
ま
つ

り
、
竈
神
社
祭
典
、
ア

ル
プ
ス
マ
ラ
ソ
ン
、
消

防
出
初
式
な
ど
）
の
警

備
は
体
力
面
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
等
、
切
実

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 大

町
地
区
交
通
安
全
協
会

市
内
６
支
部
と
の
意
見
交
換
会

大
町
地
区
交
通
安
全
協
会

市
内
６
支
部
と
の
意
見
交
換
会

地
域
の
交
通
安
全
を
推
進

交通安全協会との意見交換会

９

議
案
第
��
号

　
令
和
７
年
度
大
町
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算︵
第
４
号
︶

■
結
果

　全
会
一
致
で
可
決

議案の概要

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
業
に

つ
い
て

問
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
と
返

礼
品
の
比
率
に
つ
い
て
説
明
を
。

答
　
　
総
務
省
の
通
知
で
は
、
経
費
は

寄
付
額
の
５
割
以
内
に
収
め
る
よ
う
に

と
指
導
さ
れ
て
お
り
、
当
市
は
49
％
程

度
に
収
め
て
い
る
。
今
後
も
、
事
業
者

や
中
間
管
理
事
業
者
と
調
整
し
、
総
務

省
の
通
知
の
範
囲
内
に
収
ま
る
よ
う
、

常
に
調
整
し
て
い
く
。

委
員
会
審
査

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

議
案
第
��
号

　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
の
追
認
に
つ
い
て

■
結
果

　賛
成
多
数
で
可
決

議案の概要

排
水
処
理
に
お
い
て
︑
単
独
浄
化
槽
へ
の
繋
ぎ
こ
み
が

で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
変
更
契
約
が
必
要
に
︒

自
治
法
と
条
例
に
お
い
て
議
決
す
べ
き
案
件
が
議
会
に

上
程
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
の
追
認
︒

問
　
　
業
者
側
で
も
調
査
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
。

答
　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
市
が
示
し
た
仕
様
書
に
基
づ
い
て
業

者
が
設
計
書
を
作
成
す
る
。
仕
様
書
提
示
後
に
繋
ぎ
こ
み
不
可
が
判

明
し
た
た
め
、
市
側
の
責
任
と
考
え
る
。

問
　
　
庁
内
で
協
議
書
を
回
覧
す
る
よ
う
な
体
制
で
は
な
い
の
か
。

答
　
　
今
回
は
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
働
か
な
か
っ
た
。

問
　
　
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
改
善
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

答
　
　
外
部
専
門
機
関
の
派
遣
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
契
約

事
務
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

委
員
会
審
査

サ
ッ
カ
ー
場
管
理
棟
工
事
、

変
更
契
約
追
認

議
案
第
��
号

　
令
和
７
年
度
大
町
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

■
結
果

　賛
成
多
数
で
可
決

議案の概要

三
日
町
配
水
池
建
設
を
令
和
７
年
か
ら
令
和
��
年
ま
で
に

９
億
円
の
限
度
内
で
建
設
す
る
計
画
に
つ
い
て

問
　
　
三
日
町
配
水
池
の
工
事
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
。

答
　
　
現
在
の
配
水
池
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
そ
の
横
に
新
た
に
配
水
池

を
建
設
す
る
。

問
　
　
こ
の
工
事
が
、
将
来
の

水
道
料
金
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
。

答
　
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
が
、
今
の
料
金
を
据
え

置
い
た
ま
ま
運
営
で
き
る
見
通

し
だ
。

委
員
会
審
査

三
日
町
配
水
池
の
建
設
に
つ
い
て三日町配水池

次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

200号（ 2025年11月 ）200号（ 2025年11月 ）

　

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ　
　

本
会
議
で
議
案
の
提
案
⬇
各
常
任
委
員
会
に
付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）⬇

　委
員
会
審
査

　⬇
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
⬇
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

主な審議案件の審議内容を掲載します



 賛否が分かれた案件
議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない

 全会一致で承認・可決・認定された案件

令和７年 ９月定例会         

提出案件の審議結果

　大町市議会臭気対策特別委員会は、令和５年６月27日に設置され、２年３か月の間で９回、委員会を
開催しました。主な活動内容は、臭気対策に関する現状等の調査、堆肥製造施設の現地視察を行いました。
現状、市内の臭気問題は一定の落ち着きを見せていることから、今後の臭気問題については常任委員会で
ある社会文教委員会が担当することとし、特別委員会の調査・研究は終了したことを議会で報告しました。

大町市議会臭気対策特別委員会から報告がありました

議 案 番 号 等 案　　　件 結　果

報告第 14 号 専決処分の報告について　専第 23 号　令和７年度大町市一般会計補正予算（第３号） 承 認
議案第 46 号 大町市基金条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決
議案第 47 号 大町市水道給水条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決
議案第 48 号 大町市公共下水道条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決
議案第 51 号 大町市公民館条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決
議案第 52 号 令和７年度大町市一般会計補正予算（第４号） 原 案 可 決
議案第 53 号 令和７年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
議案第 54 号 令和７年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
議案第 56 号 令和７年度大町市公営簡易水道事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
議案第 58 号 令和６年度大町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定
議案第 59 号 令和６年度大町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定
議案第 62 号 令和６年度大町市温泉引湯事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認 定
議案第 64 号 令和６年度大町市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認 定
議案第 65 号 令和６年度大町市病院事業会計決算の認定について 認 定

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無

結
果

田
宮

　

男
一

林
栗

　

一
陽

和
大

　

久
幸

橋
髙

　
　

正 郎
一
悠
松
植

牧
中

　

登
盛

澤
小

　
悟 き

ゆ
み
本
山

子
千
真
竹
大

村
中

　

人
直

澤
西

　

保
和

條
二

　

夫
孝

章
秀
木
本
一

刀
傳

　
　

健

田
太

　

司
昭

堀

　
　

一
堅

議案第49号 大町市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 原案可決
議案第５０号 大町市立学校体育施設使用料徴収条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第５５号 令和７年度大町市水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第５７号 令和６年度大町市一般会計歳入歳出決算の認定について ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
議案第６０号 令和６年度大町市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
議案第６１号 令和６年度大町市公営簡易水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
議案第６３号 令和６年度大町市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
議案第６６号 工事請負契約の変更契約の締結の追認について ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第６７号 工事請負契約の変更契約の締結について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第６８号 工事請負契約の変更契約の締結について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
陳 情５号 高額療養費窓口負担引き上げの中止・撤回を求める意見書提出について 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳 情６号 2023 年４月大町市庁舎での大町市課長級職員によるセクハラ事件について、
被害職員に寄り添った対応がなされたか真相の究明と市長の責任を求める陳情 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳 情７号 北部小学校における通学バスの柔軟な利用許可を求める陳情 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 不採択

令
和
６
年
度
大
町
市
公
営

簡
易
水
道
事
業
会
計
剰
余
金

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

﹁
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
混
入
﹂

原
因
究
明
を

発
生
原
因
を
究
明
し
、

二
度
と
混
入
が
起
こ
ら

な
い
方
策
を
講
じ
る
こ

と
。
市
民
の
健
康
保
持

が
水
道
事
業
者
の
責
務
。

（
大
和
　
幸
久
）

議
案
第
��
号

原
案
に
反
対

令
和
６
年
度
大
町
市
公
共

下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定
に

つ
い
て経

理
の
誤
り
正
せ

利
用
料
で
は
公
費
で
負

担
す
べ
き
未
接
続
者
分

を
使
用
者
か
ら
徴
収
し
、

受
益
者
負
担
金
で
は
資

産
価
値
の
上
昇
分
も
徴

収
し
て
い
る
。（
大
和
　

幸
久
）

議
案
第
��
号

原
案
に
反
対

高
額
療
養
費
窓
口
負
担
引

き
上
げ
の
中
止
・
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て制

度
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る

負
担
の
軽
減
の
み
で
存

続
は
不
可
能
。
い
ず
れ

か
の
所
得
階
層
の
負
担

増
等
、
具
体
的
な
制
度

設
計
こ
そ
が
国
の
責
任
。

（
中
村
　
直
人
）

陳
情
第
５
号

原
案
に
反
対

高
額
療
養
費
窓
口
負

担
引
き
上
げ
の

撤
回
を

高
額
療
養
費
制
度
に

よ
っ
て
、
治
療
が
続
け

ら
れ
る
。
政
府
は
、
実

施
を
見
合
わ
せ
た
が
、

撤
回
は
し
て
い
な
い
。

（
宮
田
　
一
男
）

原
案
に
賛
成

国
の
補
助
金
不
採
択
の
報
告
遅
れ

３
千
万
円
追
加
負
担
を
議
会
に
示
さ

ず
、市
民
信
頼
を
損
な
う
。（
栗
林
　
陽
一
）

牛
越
市
政
の
行
政
運
営
ノ
ー

連
続
す
る
不
祥
事
は
、
長
期
に
わ
た
る

市
政
運
営
の
弊
害
で
あ
り
、
そ
れ
を
放

置
し
て
き
た
市
長
の
責
任
は
重
大
。

（
宮
田
　
一
男
）

官
製
談
合
事
件
に
明
け
暮
れ
た
一
年

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
談
合
事
件
の
究

明
は
、
大
町
市
と
利
害
関
係
の
な
い
専

門
家
に
よ
る
第
三
者
委
員
会
で
実
施

を
。（
大
和
　
幸
久
）

令
和
６
年
度
大
町
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
��
号

原
案
に
反
対

市
の
将
来
像
に
向
け
て
着
実
な

成
果
に
な
っ
た

市
制
施
行
70
周
年
と
芸
術
祭
等
大
規
模

な
事
業
が
重
な
り
、
運
営
に
は
マ
ン
パ

ワ
ー
な
ど
課
題
も
あ
っ
た
。（
山
本
み
ゆ
き
）

財
政
健
全
化
維
持

健
全
化
判
断
比
率
は
全
て
基
準
を
満
た

し
財
政
健
全
化
は
維
持
さ
れ
た
。
次
世

代
に
過
大
な
負
担
を
残
さ
ず
行
財
政
運

営
に
努
め
た
と
評
価
す
る
。（
太
田  

昭
司
）

原
案
に
賛
成

２
０
２
３
年
４
月
大
町
市
庁
舎
で

の
大
町
市
課
長
級
職
員
に
よ
る

セ
ク
ハ
ラ
事
件
に
つ
い
て
︑
被
害

職
員
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
な
さ

れ
た
か
真
相
の
究
明
と
市
長
の

責
任
を
求
め
る
陳
情

百
条
委
員
会
の
設
置
は

不
要

陳
情
者
は
民
事
、
刑
事
事
件
と

し
て
告
発
す
る
中
で
、
２
年
半

の
思
い
に
決
着
を
つ
け
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。（
堀
　
堅
一
）

陳
情
の
対
象
外
で
あ
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
す
る
恐
れ

が
あ
る
も
の
は
議
会
の
ル
ー
ル

で
「
扱
わ
な
い
も
の
と
す
る
」

と
あ
る
た
め
不
採
択
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
。（
西
澤
　
和
保
）

陳
情
第
６
号

原
案
に
反
対

セ
ク
ハ
ラ
再
発
防
止
へ

被
害
者
に
寄
り
添
い
第
三
者
検

証
で
安
心
で
き
る
職
場
環
境

を
。（
栗
林
　
陽
一
）

市
長
の
誠
実
な
対
応
を

市
長
は
被
害
女
性
職
員
に
対

す
る
モ
ラ
ル
（
精
神
的
）
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
実
を
認
め

た
う
え
で
、
解
決
に
向
け
誠

実
に
対
応
を
。（
大
和
　
幸
久
）

原
案
に
賛
成

北
部
小
学
校
に
お
け
る

通
学
バ
ス
の
柔
軟
な

利
用
許
可
を
求
め
る

陳
情ス

ク
ー
ル
バ
ス
適
用

範
囲
を
柔
軟
に
す

れ
ば
混
乱
を
招
く

不
公
平
感
も
な
く
児

童
に
配
慮
さ
れ
た
内

容
に
な
っ
て
い
る
。

（
堀
　
堅
一
）

陳
情
第
７
号

原
案
に
反
対

通
学
バ
ス
の
柔
軟

な
運
用
は
必
要

市
内
の
ど
こ
に
居
住

し
て
い
て
も
、
地
域

間
格
差
な
く
義
務
教

育
を
受
け
る
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９月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのか、なぜ賛成なのか、議員個人の意見を
表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。
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2 0 0 号

議会だよりライブラリーで
過去の議会だよりも見ることができます

表紙写真｜蓮華岳頂上

画像提供者：中村編集委員
表紙の写真を募集します！
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特集　
令和６年度決算額
300億円余の使い方を審査２～5ページ

令和６年度決算額
300億円余の使い方を審査２～5ページ

市民と観光客が朝焼けを眺める。
眼下には大町市が広がる。
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議員定数等検討特別委員会を設置しました４ページ

希望をつなぎ、
明るい未来へ
道を進めます。

傳刀 健

何事にも和を
持って和やか
に対応する。

西澤 和保

農業は今分岐
点。高齢化・
後継者不足・
耕作放棄地の
増加を解消し
たい。

一本木 秀章

厳正の心で、
たとえ厳冬で
も優しさと暖
かさを市政に
求め続けます。

堀 堅一

共に考え、共
に守り、共に
未来を創る。

栗林 陽一

様々な意見や
思いを尊重し、
市民目線で働
きます。

宮田 一男

おおまちへの
深い愛が、行
動の原動力で
す。

小澤 悟

ひたすら足を
運んで現場を
つかんできた。
足は議員活動
の原点だ。

中牧 盛登

水の持つ柔軟
性と岩を貫き
通す水の強さ
を持って大町
市の発展に貢
献したい。

山本 みゆき

そこに止まる
ことなく、少
しでも前に進
め何事にも挑
み続ける。

二條 孝夫

議会は激突す
る。
だが、事が決
まれば笑面々
がいい。

髙橋 正

市政の検証で、
市民に「真実」
を知らせ、真
の民主主義定
着を図る。

大和 幸久

一人ひとりが
「華」と咲き、
彩り豊かな未
来を創る。

太田 昭司

素直に聞く。
直ぐ動く。
真っ直ぐ伝え
る。

中村 直人

新たな価値や
仕組みを創造
する力をもつ
議員として邁
進します。

大竹 真千子

市民の側に立
ち、仁をもっ
て是々非々で
市政改善。

植松 悠一郎

議会だより編集委員【委員長】　小澤悟　【副委員長】　栗林陽一
　　　　　　　　　  【委　員】　一本木秀章　太田昭司　中村直人　大竹真千子　植松悠一郎　大和幸久

議会活動にかける思い、漢字一文字！

インターネットと市ケーブルテレビで放送し
ています。録画・再放送もご覧いただけます。

次回12月定例会予定

議会の傍聴を

○開　　会  12月２日(火)午前10時～

○一般質問  12月10日(水) ～ 12月12日(金)

○最 終 日  12月23日(木)午前10時～　討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟２階の議会事務局で

　申込書をご記入ください。
　市民の皆さまに身近で分かりやすい議

会情報をお届けできるよう努めました。

ご意見・ご感想をぜひお寄せください。
（一本木秀章）

あとがき

請願・陳情の提出期限変更のお知らせ

請願・陳情の提出期限は、定例会招集日の前10日（閉庁日に

あたる場合は、前開庁日）までに変更となりました。

令和７年12月定例会における提出期限
提出期限は、11月21日（金）17時15分です。

期限後に受理した請願・陳情は次の定例会での審査となり

ますのでご了承ください。


